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１ 単元名 『伊勢物語』における「みやび」とは何かを考える。 

教材『伊勢物語』初段・第６段・２３段・２４段  
 
２ 単元の目標 
（１）  古典の世界に親しむために、作品や文章の歴史的・文化的背景などを理解できる。  
                             〔知識及び技能〕（２）イ  
 
 
（２）  作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を深め、我が国の言

語文化について自分の考えを持つことができる。  
                  〔思考力、判断力、表現力等〕Ｂ読むこと（１）オ  
 
 
（３）  言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上

させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め言葉を通して他者や社会に関わろ
うとする。                      「学びに向かう力・人間性」 

 
３ 本単元における言語活動  

作品の内容や形式について、批評したり討論したりする活動。  
 
４ 単元の評価規準 

知識・技能  思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①  古典の世界に親しむ
ために、作品や文章
の歴史的・文化的背
景などを理解してい
る。        
   （（２）イ）  

 
 

①  「読むこと」において、
作品の内容や解釈を踏ま
え、自分のものの見方、
感じ方、考え方を深め、
我が国の言語文化につい
て自分の考えを持ってい
る。  
（Ｂ読むこと（１）オ）  

①作品の内容や解釈を踏まえ、自
分のものの見方、感じ方、考え
方を深め、粘り強く我が国の言
語文化について自分の考えをも
ち、今までの学習を生かして、
「みやび」について考え、意見
を交換したり、発展的な課題に
取り組もうとしている。  

 
５ 指導上の立場 
 単元観  
本単元で取り上げる指導事項「思考力、判断力、表現力等」B 読むこと（１）オは、「作品の内容

や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を深め、我が国の言語文化について自分の考え
をもつことができる。」となっている。  
『伊勢物語』は長年にわたり書き整えられながら、「みやび」を基調に調和を保っている物語であ

る。初段において示される「みやび」は各段において内容が明らかに示されているわけではなく、登
場人物の言動によって語られるのみである。従って「みやび」の意味は具体的な言動の中に探られね
ばならない。この読みによって一つの人間的な真実としての「男」と「女」の姿を見つめ、『伊勢物
語』の古典としての価値に気づかせたいと考える。生徒にとって恋愛は興味のある事柄と思われるた
め古文に興味関心のない生徒にも取り組みやすい作品で、班活動による言語活動を組織し「みやび」
についての考えを伝え合い、個人では到達できなかっただろう「みやび」への理解を深めたい。  

 
 生徒観  
普通科生徒として知的好奇心があり、自ら考えようとする積極性を持った生徒が多く、班活動では

活発に意見交換ができる。ただ、古文を学んで日が浅く、本文理解が不十分な生徒や、古文に対する
興味関心があまりない生徒もいるため、班内でまずは作品の内容確認に時間を要することも考えられ
る。生徒は口語訳作りを通して歌物語の形に慣れ、主人公の心情理解はほぼできると思われるが、「み
やび」についての考察は個々人の語彙力の不足もあり、個人では限界があるのではないかと考え、班
学習を行う。また、言語文化についての自分の考えを持つには至っていない生徒が班で教え合うこと
で古文への苦手意識を克服し、『伊勢物語』という恋愛を主題とする教材を用いることで、興味関心
を持って古文に向き合う場となることを期待したい。  

 
 指導観  
今回は協働的な学びを得るためジグソー法を用いて複数の作品を読み比べ、各段に描かれた『伊勢

物語』における「みやび」とは具体的にどのようなものなのかを登場人物の言動を通して考えさせた
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い。考えを全体で共有するためにスプレッドシートを用いる。学習者が興味を持てる題材を使うこと
で古典への興味関心を高め、古典を自分とは無関係のものと見なすのではなく、内面化し、主体的に
解釈し、批評し、価値を発見する態度を培い、古典との間に関係性が築かれ、今後も古典を読んでみ
たいという気持ちが芽生えることを期待したい。古典を読むことでものの見方、感じ方、考え方が深
まることも実感させたい。活動にうまく入れない生徒には個別にアドバイスをして支援する。  
 
６ 指導と評価の計画（全５時間） 

次 時 主たる学習活動 評価する内容  評価方法 

 
 
 
 
 
一 
 
 

１ 

・『伊勢物語』「初冠」（初段）を読む。場面
や登場人物の状況・心情を読み取る。  
・「みやび」の理解を通して『伊勢物語』読み
味わうことを理解する。  
 

［知識・技能］①  
 
［思考・判断・表
現］①  
 

記述の点検  
ワークシート  
記述の点検  
ワークシート  

２  
 
～  

 
３  

・Ａ『伊勢物語』「芥川」（第６段）を読む。
場面・登場人物の状況・心情を読み取る。  
・Ｂ『伊勢物語』「筒井筒」（第２３段）を読
む。場面・登場人物の状況・心情を読み取る。  
・Ｃ『伊勢物語』「梓弓」（第２４段）を読む
。場面・登場人物の状況・心情を読み取る。  
 

［知識・技能］①  
 
［思考・判断・表
現］①  

記述の確認  
ワークシート  
記述の確認  
ワークシート  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二 
 
 

１  
 
 
 
 
 
 
 
２  
 
本
時  

・『伊勢物語』三つの段を読み比べ、各段に現
れた「みやび」を読み取り、意味づける。  
・三作品における「みやび」についてどのよう
なものかを考え、ワークシートに個人の解を記
入する。  
・次に本文の記述をもとに班で話し合い、班の
解を記入する。  
・次回ジグソー法で班活動するのでＡ・Ｂ・Ｃ
三作品のどれを担当するか決めておく。  
 
・ジグソー法を用い、専門家集団に分かれて話
し合い、班に帰って報告し、再び考え、班の納
得解を作り、クロムブックのスプレッドシート
に入力する。  
・各班の意見を読み、クラスで意見交換をする
。  
・クロストークを踏まえ、個人で納得解を作る
。  
・振り返りをする。  
 

［思考・判断・表
現］①  
 
 
 
［主体的に学習に
取り組む態度］①  
 
 
 
［主体的に学習に
取り組む態度］①  
 
 
 
 
［思考・判断・表
現］①  
 

記述の分析  
ワークシート  
 
 
 
行動の確認  
観察  
 
 
 
行動の確認  
観察  
 
 
 
 
記述の分析  
ワークシート  
 
 

 
 
 
三 
 
 

６  

・個人で以下の活動のいずれかを選んで取り組
む。感想を書く・物語の続きの創作・物語の口
語による改作・登場人物になったと仮定して日
記を書く・物語の場面を絵に描く、など。  
 
 
 

［主体的に学習に
取り組む態度］①  
 

記述の確認  
ワークシート  

 

 

７ 本時案（第二次  第２時）  

（１）本時の目標  
○作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を深め、我が国の言語文  
 化について自分の考えを持つことができる。  

［思考・判断・表現］Ｂ読むこと（１）オ   
 

○言葉が持つ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め言葉を通して他者や社会に関わろう
とする。                       ［学びに向かう力・人間性］
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（２）展 開 

学習活動 教師の指導・支援 
評価規準及び  
評価方法 

１ 三作品を音読し
つつ、作品の口語訳
を確認する。  
 
２ 本時の目標を知
る。  
  
 
 
 
 
 
３ Ａ・Ｂ・Ｃ各
担当に分かれて話
し合う。（エキス
パート活動）  
・男の心情と言動
から「みやび」を
捉え、どのような
ものなのかを具体
的に文章化する。  
・「みやび」につ
いて感想・意見を
出し合う。  
 
４ ホームチーム
に持ち帰ったＡ・
Ｂ・Ｃの解を共有
し、班の納得解を
作る。  
  
５ スプレッドシ
ートに各班の納得
解を入力する。  
 
６ クロストーク
による意見交換を
する。  
 
７ クラスの納得
解を参考に個人の
納得解をワークシ
ートに記入する。  
 
 
 
 
８ 振り返りをす
る。  
 
 
９ 次回の予告を
する。  

・三作品の口語訳を確認し、内容を思い出させる。  
・前回のワークシートを見て、内容の確認をする。  
 
・本時の目標を告げる。  
 
 
 
 
 
 
 
・Ａ・Ｂ・Ｃ各担当が、本文に根拠を求めながら「みや
び」とは何かを話し合うように助言する。  
・Ａ・Ｂ・Ｃ各担当が、他者の意見をワークシートに記
入しながら聞くようにさせる。  
・各自がホームチームに帰って話し合いの結果を十分伝
えられるように責任を持ってメモするようにさせる。  
 
〇Cと判断される生徒への手立て  
・班活動にうまく入れない生徒には指導者が個別に
対応する。各グループにおいて考えたことをもとに
、共通点や相違点を検討するようアドバイスをして
、考えるきっかけがつかめるように支援する。  
 
・Ａ・Ｂ・Ｃ各担当者がメンバーに説明する際、メ
ンバーはワークシートにメモするようにさせる。  
 
・最初の解より内容が深まっているか確認させる。  
 
 
・他の班にわかりやすく伝わる文章となっているか
確認させる。  
 
 
・根拠を明確にして付け加えや支持、反論をするよ
うにさせる。  
 
 
・最初の個人の解より内容が深まっているか確認さ
せる。  
〇Cと判断される生徒への手立て  
最初の個人の解と学びを通して考えたこととの変容
に着目させる。  
 
 
 
・「みやび」について個人で、班で考えたか。  
・班活動やエキスパート活動で自分の意見を伝え合って
いるか。  
 
・今までの学習を生かし、主体的に取り組むべき課題を
提示する。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・  
［主体的に学習に
取り組む態度］① 
行動の確認  
観察  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［思考・判断・
表現］①  
記述の分析  
ワークシート  
 
 
 
 
 
 
 

 
◎｢おおむね満足できる」状況（Ｂ）と判断する生徒の姿の例  
・三作品に見られる「みやび」について、自分の考えを具体的な言葉で適切に表現している。 
◎「満足できる」状況（Ａ）と判断する生徒の姿の例 
・班活動により主体的に参加し、三作品に見られる「みやび」について、自分の考えを具体的な言
葉で的確に表現している。 

（３）準備物 
・教科書・ノート・ワークシート・クロムブック 

目標 三作品を読み、ジグソー法による班活動を通して『伊勢物語』における「みやび」とは

何かを考え、具体的に説明しよう。  

まとめ クロストークによって意見交換した後、「みやび」についての自分の考えを持つ。 
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